
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
プランジャ を有するカートリッジ を保持するカートリッジホルダー
アセンブリ であって基端部 に複数個のねじ を有するカー
トリッジホルダーアセンブリ 、および、

前記カートリッジホルダーアセンブリ の前記複数個のねじ と螺着す
るための末端部 の複数個のねじ と、
前記カートリッジホルダーアセンブリの カートリッジ の プランジャ

と係合するため 末端部 から延びるリードねじ と、

前記ペン本体アセンブリ
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（３５５） （３５０）
（３００） （３０１） （３０３）

（３００）
ペン本体アセンブリ（１００）を備える薬品供給ペン（１０）であって、
前記ペン本体アセンブリ（１００）が、

（３００） （３０３）
（１０３） （１０５）

前記 （３５０） 前記 （
３５５） の、前記 （１０３） （１２０）
前記リードねじ（１２０）を前記カートリッジ（３５０）内へと駆動して前記プランジャ
（３５５）を末端方向に動かす装置（４５０）と、

（１００）が前記カートリッジホルダーアセンブリ（３００）に
接近し且つ螺着されていくにつれ、前記リードねじ（１２０）が、前記ペン本体アセンブ
リ（１００）内に自動的にかつ容易に引き込むことを許容するための装置と、
前記ペン本体アセンブリ（１００）が前記カートリッジホルダーアセンブリ（３００）に
十分に螺着された時に、前記リードねじ（１２０）に係合して前記薬品供給ペン（１０）
を作動準備状態にするための装置であって、
前記リードねじ（１２０）に滑動可能に取付けられて前記リードねじ（１２０）の相対回



ことを特徴とする薬品供給ペン。
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【発明の詳細な説明】

１．
本発明は、カートリッジホルダーアセンブリと、薬品の選ばれた用量を供給するためにカ
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転を防止する回転防止リング（１６０）であって、末端方向に前記カートリッジホルダー
アセンブリ（３００）内へと延びるスプライン（１６２）を有する回転防止リング（１６
０）と、
前記カートリッジホルダーアセンブリ（３００）内に設けられたスプライン（３０６）で
あって、前記ペン本体アセンブリ（１００）が前記カートリッジホルダーアセンブリ（３
００）に十分に螺着された時に、前記回転防止リング（１６０）の前記スプライン（１６
２）と合わさり、前記リードねじ（１２０）の前記カートリッジホルダーアセンブリ（３
００）に対する回転を防止し、かつ前記リードねじ（１２０）を前記カートリッジホルダ
ーアセンブリ（３００）に係合させるスプライン（３０６）とを有する装置と
を有する

前記リードねじ（１２０）は長手方向溝（１２４）を有し、前記回転防止リング（１６０
）は、前記溝（１２４）内に受け入れられて前記リードねじ（１２０）の前記回転防止リ
ング（１６０）に対する回転を防止するタブ（１６１）を有することを特徴とする請求項
１記載の薬品供給ペン。

前記カートリッジホルダーアセンブリ（３００）は、前記スプライン（３０６）と共にプ
ラスチック材料から一体的に成形されたハウジング（３０４）を更に有し、前記スプライ
ン（３０６）は前記ハウジング（３０４）の一体部分であることを特徴とする請求項１記
載の薬品供給ペン。

前記回転防止リング（１６０）は、末端方向に前記カートリッジホルダーアセンブリ（３
００）内へと延びる複数個のスプライン（１６２）を有し、前記カートリッジホルダーア
センブリ（３００）には、前記回転防止リング（１６０）の前記複数個のスプライン（１
６２）と合わさる複数個のスプライン（３０６）が設けられることを特徴とする請求項１
記載の薬品供給ペン。

前記ペン本体アセンブリ（１００）の前記複数個のねじ（１０５）は、前記カートリッジ
ホルダーアセンブリ（３００）の基端部（３０１）における前記複数個のねじ（３０３）
と螺着する大きさとピッチを有し、
前記リードねじ（１２０）は、前記ペン本体アセンブリ（１００）内に配置される基端部
を更に有すると共に、前記リードねじ（１２０）の基端部と末端部間に延び、前記ペン本
体アセンブリ（１００）の前記複数個のねじ（１０５）の前記ピッチと大体等しいピッチ
を有するねじの列（１２３）を有することを特徴とする請求項１記載の薬品供給ペン。

前記ペン本体アセンブリ（１００）は、供給されるべき薬品の選ばれた用量に対応した、
前記リードねじ（１２０）のための特定の移動距離を規定する分量セット装置（４００）
を更に有することを特徴とする請求項１記載の薬品供給ペン。

前記カートリッジホルダーアセンブリ（３００）の末端部と選択的に係合、離脱可能な注
射針カニューレアセンブリ（５００）を更に有することを特徴とする請求項１記載の薬品
供給ペン。

前記カートリッジが薬品を収容し、かつ穿孔可能にシールされた末端部を有することを特
徴とする請求項１記載の薬品供給ペン。

発明の背景
発明の分野



ートリッジホルダーアセンブリに取り外し自在に取付けられるペン本体アセンブリとを有
する薬品供給ペンの改良されたカートリッジ装填および注入機構に関するものである。
２．
皮下注射器は薬品の選ばれた用量を患者に供給するよう用いられる。従来の皮下注射器は
、対向する基端部と末端部を有する注射器バレルを有している。円筒状の室壁が両端部間
に延びていて、流体受容室を形成している。従来の注射器バレルの基端部は大体開口して
おり、プランジャーを滑動水密係合状態に受けている。従来の注射器バレルの末端部は室
と連通する通路を有している。注射針カニューレが従来の注射器バレルの末端部に取付け
られて、注射針カニューレの内腔が通路と注射器バレルの室とに連通するようにされてい
る。基端部方向へのプランジャの動きは、注射針カニューレの内腔を通って室内に流体を
引き入れる。基端部－末端部方向へのプランジャーの動きは室から注射針カニューレの内
腔を通って流体を押圧する。
従来の皮下注射器で注射されるべき薬品は、穿孔可能な弾性シールを有するガラス瓶内に
しばしば貯蔵されており、注射針カニューレによって弾性シールを穿孔することにより利
用できる。薬品の選ばれた用量は、基端部方向に選ばれた距離だけプランジャーを動かす
ことによって注射器バレルの室内に引き入れることができる。次いで、注射針カニューレ
がガラス瓶から引き抜かれ、プランジャーを末端部方向に動かすことによって薬品が患者
に注射される。
インシュリンのようなある種の薬品は自分で処理される。一般的な糖尿病患者は一日の内
に何回もインシュリンの注射が必要である。インシュリンの必要な用量は患者毎に異なり
、各患者毎に一日の間に、かつ日毎に変わることがある。各糖尿病患者は、患者の薬品状
態と患者の生活状況とに適合した摂生を達成しよう。摂生は、遅く或いは中間的に作用す
るインシュリンと迅速に作用するインシュリンとの或る組合せを一般的に有する。各摂生
は、仕事場やレストラン等のような公共の場所で糖尿病患者がインシュリンを定期的に自
分で処理するよう必要とされることがある。標準の従来の皮下注射とガラス瓶の必要な操
作は、このような公共の環境では不都合で、当惑してしまう。
薬品供給ペンは薬品の自己処理を容易にするよう開発されている。１つの従来の薬品供給
ペンは、インシュリンや他の薬品のガラス瓶を収容できるガラス瓶ホルダーを有する。ガ
ラス瓶ホルダーは、基端部と末端部を有する細長いほぼ管状の構造である。従来のガラス
瓶の末端部は、両頭注射針カニューレと係合する取付手段を有する。また、基端部は以下
に更に説明されるように駆動部および投薬設定装置と係合する取付手段を有する。従来の
ガラス瓶ホルダーと一緒に用いられる使い捨て可能なガラス瓶は、両頭注射針カニューレ
の一端部によって穿孔できる穿孔可能な弾性シールを有する末端部を有している。この従
来のガラス瓶の末端部は、ガラス瓶の円筒状壁と水密係合状態に滑動可能に設けられたプ
ランジャーを有している。この従来の薬品供給ペンは、ガラス瓶ホルダー内に薬品のガラ
ス瓶を挿入することによって使用される。従来のペン本体はそこでガラス瓶ホルダーの末
端部に連結される。ペン本体は、ペンにより供給されるべき薬品の投薬を決める投薬設定
装置と、選ばれた投薬に対応する距離だけ末端部方向にガラス瓶のプランジャーを押圧す
る駆動装置とを有している。
ペンの使用者はガラス瓶ホルダーの末端部に従来の両頭注射針カニューレを取付けて、注
射針カニューレの基端部がガラス瓶の弾性シールを穿孔するように為す。次いで、患者は
用量を選び、ペンを操作してプランジャーを末端方向に押圧して選んだ用量を供給する。
用量選択装置は、この従来の薬品供給ペンによる選ばれた用量の注射で零に戻る。そこで
、患者は注射針カニューレを取り外して破棄して、次の必要な薬品処理のために適宜な場
所に従来の薬品供給ペンを保持する。ガラス瓶内の薬品は数回の薬品のこのような処理の
後に排出されよう。患者は、そこでガラス瓶ホルダーをペン本体から取り外す。空のガラ
ス瓶はそこで取り外して破棄できる。新しいガラス瓶がガラス瓶ホルダー内に差し込まれ
て、ガラス瓶ホルダーとペン本体が上記に説明したように再度組み立てられて使用できる
。
上述した再使用可能な薬品供給ペンは、一般的な皮下注射器および分離薬品ガラス瓶より
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関連技術の説明



も薬品の自己処理のために効果的で、かつ一層便利である。しかしながら、空の薬品ガラ
ス瓶を取り外して新しい薬品ガラス瓶を挿入するようペンを分解するのは不便である。そ
の結果、使い捨てペンが開発されている。従来の使い捨て薬品供給ペンは、中に恒久的に
収納されたインシュリンや他の薬品等のガラス瓶を有する。患者は薬品の夫々の処理のた
めに両頭注射針カニューレを使い捨てペンに単に接続することが必要である。従来の使い
捨てペンは、中に恒久的に収容されていた薬品の供給が行われた時に破棄できる。
使い捨て薬品供給ペンは、薬品を自己処理するよう必要とされる患者にはしばしば便宜で
ある。しかしながら、従来の薬品供給ペンの用量選択駆動機構は実際に複雑な装置であり
、製造が高価に付く。従って、実質的な費用の負担が、使い捨て薬品供給ペンの使用の便
宜さに関連してくる。
上述した薬品供給ペンによる別の問題は、ペンを充填し、注入することである。これらの
ペンはリードねじおよび合致するナットの組を一般に用いており、ペンまたはカートリッ
ジから薬品を放出するよう必要とされる線形リードねじに回転用量設定運動を伝達する。
このような機構において、ナットは薬品供給の際に回転することが許されるが、リードね
じの回転はリードねじに延びているタブを有する強固に取付けられたリングによって阻止
されている。従って、ナットが予め選ばれた量だけ回転する時に、ナットとリードねじに
おけるねじは、薬品を供給するようリードねじを軸線方向に動かすようになす。次いで、
カートリッジが空になって取り換えられなければならない時に、十分に延びたリードねじ
は手動で回転され、出発位置に戻されて新しいカートリッジを受けるようにされなければ
ならない。しかしながら、リードねじの手動回転は、タブ付リングがリードねじの回転を
阻止するよう意図されているので、非常に難しい。

本発明の目的は、患者がペンを容易に充填および注入できる改良されたカートリッジ装填
および注入機構を有する薬品供給ペンを提供することによって、従来のペンに見られるカ
ートリッジ装填の際のペンへのリードねじの戻り動きによる問題を解決することにある。
本発明はカートリッジ装填の際にペンに容易に滑り戻されるリードねじを有するペンを提
供して、これによって患者が回転防止タブ付リングを操作する必要を除去している。本発
明において、リードねじは、カートリッジホルダーアセンブリがペンハウジングに十分に
螺着される迄、滑動を停止し、このために、螺着作動中のペンの自動注入を設けてリード
ねじが駆動機構と自動的に係合するようなる。
特に、本発明の薬品供給ペンは、ペン本体アセンブリと選択的に係合および離脱可能にな
った薬品カートリッジホルダーアセンブリを有する。特に、薬品供給ペンは、リードねじ
がカートリッジ内のプランジャと接触した時に、カートリッジアセンブリがペン本体アセ
ンブリに到達するように、薬品供給ペンを自動的にかつ容易に滑動して注入するよう薬品
供給ペンのリードねじを許す装置を有している。また、薬品供給ペンは、カートリッジが
ペン本体アセンブリに螺着されるようリードねじをカートリッジホルダーに係合する装置
と、カートリッジホルダーアセンブリがペン本体アセンブリに十分に螺着される時にリー
ドねじを駆動機構に係合する装置とを有する。
本発明のこれらおよび他の概念と特徴および利点が添付図面に関連して行われる以下の詳
細な説明から明らかになろう。

図１は、本発明の薬品供給ペンの斜視図である。
図２は、図１に示される組立てられていない薬品供給ペンの２－２線に沿った斜視図であ
る。
図３は、図２に示される組立てられた薬品供給ペンの長手方向断面図である。
図４は、図１に示される薬品供給ペンの分解された斜視図である。および、
図５は図２に示される薬品供給ペンの５－５線に沿った断面図である。

本発明に従った投薬供給ペンは図１乃至図４に符号１０により概略的に示されている。図
１乃至図４に示されるように、薬品供給ペン１０は再使用可能なペン本体アセンブリ１０
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発明の要約

図面の説明

詳細な説明



０、キャップ２００、カートリッジホルダーアセンブリ３００、注射針カニューレアセン
ブリ５００を有している。カートリッジホルダーアセンブリ３００は対向した基端部３０
１、末端部３０２を夫々有している。カートリッジホルダーアセンブリ３００の基端部３
０１は、後に更に説明されるように、ペン本体アセンブリ１００に螺着するよう寸法付け
られ、かつ形成されている。カートリッジホルダーアセンブリ３００の末端部３０２は、
注射針カニューレアセンブリ５００に固着されているが、取り外し可能に係合されるよう
形成されている。
再使用可能なペン本体アセンブリ１００の推奨実施例が図２乃至図４に詳しく図示されて
いる。しかしながら、この推奨実施例の変形例が構成でき、本発明の範囲内にあるべく考
慮されることが理解される。再使用可能なペン本体アセンブリ１００は、対向する基端部
１０２と末端部１０３を有するほぼ円筒状のハウジング１０１を有する。外ねじ１０５の
列が末端部１０３から基端部方向に延びていて、カートリッジホルダーアセンブリ３００
の基端部３０１のねじ３０３に螺着係合されている。末端部１０３に隣接したハウジング
１０１の部分は、中に成形されたクラッチ歯（図示しない）の列によって特徴付けられて
いる。ハウジング１０１の基端部１０２は、窓１５１とボタン１５２を有する窓挿入部１
５０を受けるよう内部に形成された切欠き１０６によって特徴付けられている。
更に、ペン本体アセンブリ１００は、対向する基端部１１１と末端部１１２とを夫々有す
るナット１１０を有している。基端部１１１と末端部１１２の間のナット１１０の外面部
分は複数個の長手方向に延びるスプライン１１３が形成されている。ナット１１０の基端
部１１１は複数個の長手方向に延びる弾性フィンガー１１４によって特徴付けられており
、拡大端部が後述されるようにペン本体アセンブリ１００の他の部分にナット１１０をス
ナップ係合させるようできる。ナット１１０の末端部１１２は直径方向に拡大されていて
、ハウジング１０１の末端部１０３へのナット１１０の軸線方向の動きを制限している。
従って、ナット１１０はハウジング１０１内で軸線方向に抑制されている。しかしながら
、ナット１１０とハウジング１０１の寸法と形状は両者間の自由な相対的回転を許してい
る。
更に、ペン本体アセンブリ１００は、基端部クラッチ１４１と末端部クラッチ１４３と両
端部間に押圧係合された環状ばね１４２とを有するクラッチアセンブリを有している。基
端部クラッチ１４１と末端部クラッチ１４３は、ナット１１０のスプライン１１３とは非
回転係合すべく共に形成されている。末端部クラッチ１４３は、ハウジング１０１に対し
て一方向にだけ末端部クラッチ１４３が回転できるようにハウジング１０１の内部の歯（
図示しない）と係合するための大きさに作られて配置され、かつ形成された末端部の方を
向いた歯（図示しない）の列を有している。基端部クラッチ１４１は、後に更に説明され
るように、単一方向の回転のために形成された基端部の方を向いた歯（図示しない）の列
を有している。
更に、ペン本体アセンブリ１００は、対向した基端部４５１と末端部４５２を有するほぼ
円筒状の駆動部４５０を有している。駆動部４５０は、駆動部４５０の末端部４５２がナ
ット１１０の基端部１１１にて弾性フィンガー１１４の拡大端部とスナップ係合するよう
ペン本体アセンブリ１００のハウジング１０１内に滑動可能に挿入される。このスナップ
止め係合はナット１１０と駆動部４５０の間の軸線方向の動きを阻止するが、ハウジング
１０１内の自由な相対的回転運動を許している。また、駆動部４５０の末端部４５２は、
基端部クラッチ１４１の鋸歯１４５と係合する鋸歯（図示しない）の列によって特徴付け
られている。駆動部４５０の外面部分はその上に直径方向外方に、駆動部４５０の長さの
実質的部分に沿って延びるスプライン４５４によって特徴付けられている。
また、ペン本体アセンブリ１００は、対向した基端部４０１と末端部４０２と対向した内
面および外面とを有する中空のほぼ円筒状の構造をした用量ノブ４００を有する。内面は
、駆動部４５０のスプライン４５４と係合するよう配置されて寸法をなしている長手方向
に延びる溝４０５によって特徴付けられている。特に、用量ノブ４００は、ペン本体アセ
ンブリ１００のハウジング１０１内の駆動部４５０にスプライン装着される。従って、用
量ノブ４００の軸線方向に延びる溝４０５は駆動部４５０のスプライン４５４と係合して
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両者間の相対的回転を阻止するが、相対的な軸線方向の動きは許している。用量ノブ４０
０の外面は用量表示印のある螺旋溝４０３によって特徴付けられており、螺旋溝４０３に
沿った異なった位置に対応する用量を決定する。用量ノブ４００の基端部４０１はナール
の付けられた外面によって特徴付けられており、スナップ止めされる作動ボタン４０７を
有する選ばれた用量を設定する操作を容易にして両者間の相対的回転を許すようしている
。
挿入部１５０は、ハウジング１０１の基端部１０２の切欠き１０６と係合すべくスナップ
止めされる。挿入部１５０は貫通した窓１５１と、用量設定ノブ４００の螺旋溝４０３と
係合する寸法に作られて配置された内面上のボタン１５２とを有する。ボタン１５２と窓
１５１は、用量ノブ４００が回転される時に窓１５１を介して用量設定ノブ４００上の用
量表示印を見ることができるよう配置されている。
ペン本体アセンブリ１００は、対向した基端部１２１と末端部１２２と外ねじ１２３の列
とがあるリードねじ１２０を有する。外ねじ１２３は、しかしながら末端部１２２におい
て拡大頭部１２５から基端部１２１にまで実質的に延びる一対の対向した軸線方向に延び
る溝１２４によって特徴付けられている。外ねじ１２３はナット１１０に螺着係合されて
おり、リードねじ１２０の基端部１２１がハウジング１０１内にあって、末端部１２２が
ハウジング１０１を越えて末端部方向に突出している。リードねじ１２０の外ねじ１２３
は、ハウジング１０１の末端部１０３のねじ１０５と同一ピッチと同一ハンドを丁度有す
る。
更に、ペン本体アセンブリ１００は、図２乃至図５に示されるように、内方に延びる一対
のタブ１６１を有する回転防止リング１６０と、基端部面上のクラッチ歯１６２とを有す
る。各タブ１６１はリードねじ１２０の溝１２４と滑動係合して回転防止リング１６０が
リードねじ１２０上を移動し、かつリードねじ１２０と一緒に回転するよう許す。従って
、リードねじ１２０は回転防止タブ１６１に対して滑動するようできるが、タブ１６１に
対して回転するのが防止される。
ペン本体アセンブリ１００はナット１１０を末端部１０３からハウジング１０１内に置く
ことによって組立てられる。次いで、クラッチアセンブリ１４１、１４２、１４３がナッ
ト１１０のスプライン１１３上に取付けられる。駆動部４５０がそこでハウジング１０１
の基端部１０２内に挿入され、ナット１１０とスナップ係合するために末端部方向に十分
に押圧される。このスナップ係合において、末端部クラッチ１４３の鋸歯はハウジング１
０１の鋸歯との係合が固着され、基端部クラッチ１４１の鋸歯が駆動部４５０の末端部４
５２にて鋸歯と係合されよう。ばね１４２はこれら相互に係合される鋸歯間に一定の選ば
れた押圧力を維持する。挿入部１５０はそこで用量設定ノブ４００上に配置されて、挿入
部１５０のボタン１５２が用量設定ノブ４００の螺旋溝４０３に係合されるようになる。
一時的に組立てられた挿入部１５０と用量設定ノブ４００はそこでハウジング１０１内に
押圧される。リードねじ１２０が次いでナット１１０に螺着されて、アクチュエータボタ
ン４０７が用量設定ノブ４００の基端部４０１と係合するようスナップ止めされる。最後
に、回転防止リング１６０がリードねじ１２０上を滑動されて、リング１６０上の保持リ
ング１６３がペンハウジング１０１の末端部１０３で受リング１６５に回転可能に取付け
られる。
図２および図３に詳細に示されるカートリッジホルダーアセンブリ３００は成形されたハ
ウジング３０４を有しており、このハウジング３０４はカートリッジ３００の基端部３０
１から末端部３０２にまで延びている。ハウジング３０４は、基端部３０１から内方に延
びる取付空所３０５を有する。取付空所３０５は、ハウジング１０１の末端部１０３の外
ねじ１０５とねじ係合すべく内ねじ３０３の列によって特徴付けられる。一組のスプライ
ン３０６がカートリッジホルダーアセンブリ３００の基端部３０１に配置されていて、回
転防止リング１６０のスプライン１６２を受けており、カートリッジホルダーアセンブリ
３００がハウジング１０１に螺着される時にリードねじ１２０に対してカートリッジホル
ダーアセンブリ３００が回転するのが防止されるが、ペンハウジング１０１に対しては回
転するよう続ける。
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更に、カートリッジホルダーアセンブリ３００は、基端部３０１と末端部３０２の間のハ
ウジング３０４内に固着保持された薬品カートリッジ３５０を有する。薬品カートリッジ
３５０は開口基端部３５１と、固着して取付けられた穿孔可能な弾性シール３５３を有す
る末端部３５２とを有する。キャップ３５４はハウジング３０４とカートリッジ３５０の
間に延びており、薬品カートリッジ３５０をハウジング３０４内に固着して恒久的に保持
する。プランジャ３５５はカートリッジ３５０内に滑動水密係合状態に配置される。図３
に示されるように、プランジャ３５５は、カートリッジホルダー３５０内に十分に螺着さ
れる時に、薬品カートリッジ３５０のプランジャ３５５と注入接触して配置される。プラ
ンジャ３５５とシール３５３の間のカートリッジ３５０の部分には、インシュリンのよう
な薬品３５６が充填される。
注射針カニューレアセンブリ５００は、夫々対向した基端部５０２と末端部５０３と両端
部間に軸線方向に延びる内腔とを有した両頭注射針カニューレ５０１を有する。取付ハブ
５０４が注射針カニューレ５０１に係合されて、カートリッジホルダーアセンブリ３００
のキャップ３５４と取り外し可能に係合できる。取付ハブ５０４の相対的配置は、取付ハ
ブ５０４がキャップ３５４と係合される時に、注射針カニューレ５０１の基端部５０２が
シール３５３を穿孔されることを確実にする。更に、注射針カニューレアセンブリ５００
は、ペン１０の使用直前まで不用意な注射針先端部に対して保護するために取り外し自在
に取付けられるシールド６００を有する。
上述されるように、ペン本体アセンブリ１０は再使用可能で、カートリッジホルダーアセ
ンブリ３００が使い捨てできる。特に、カートリッジホルダーアセンブリ３００内のカー
トリッジ３５０は、数回の用量の処理のために十分な量の薬品３５６を収容しよう。薬品
３５６の放出の後、カートリッジホルダーアセンブリ３００はペン本体アセンブリ１００
からねじ弛めて破棄されよう。新しいカートリッジホルダーアセンブリ３００が従ってペ
ン本体アセンブリ１００に装着できる。
ペン本体アセンブリ１００への新しいカートリッジホルダーアセンブリ３００の取付を行
うために、患者は、リードねじ１２０の末端部１２２がプランジャ３５５に係合するまで
、リードねじ１２０の末端部１２２をカートリッジホルダーアセンブリ３００内に単に前
進させるだけである。組立は、親指スイベル４０７とカートリッジホルダーアセンブリ３
００に軸線方向の力を単に作用するだけで続けられる。更に、プランジャー３５５とカー
トリッジ３５０の間の摩擦と、薬品３５６とシール３５３とによって作用される流体力は
、組立の際に図３に示される位置を越えたリードねじ１２０の軸線方向の前進を阻止する
。更に、末端部クラッチ１４３とナット１１０とのスプライン係合と、末端部クラッチ１
４３の歯１４４とハウジング１０１の対応する歯との係合は、ペン本体アセンブリ１００
と新しい使い捨てカートリッジアセンブリ３００とのこの初期の取付けの際のナット１１
０の独立した回転を阻止する。従って、親指スイベル４０７に作用される軸線方向の力は
、ナット１１０がリードねじ１２０のねじ１２３上を回転する時に、ハウジング１０１を
回転してカートリッジホルダーアセンブリ３００に向かって前進するようになす。
十分な軸線方向の前進の後、ペン本体ハウジング１０１の末端部１０３のねじ１０５は、
カートリッジホルダーアセンブリ３００の基端部３０１で内ねじ３０３と係合しよう。上
記されるように、ペン本体ハウジング１０１の末端部１０３における外ねじ１０５は、リ
ードねじ１２０のねじ１２３と同一ピッチおよびハンドを実際に有する。このために、親
指スイベル４０７上に作用される一層の軸線方向の力は、カートリッジホルダーアセンブ
リ３００の基端部３０１においてリードねじ１２０に沿った空所３０５内へのハウジング
１０１の同時的な螺着係合前進を生じよう。この同一ピッチのために、リードねじ１２０
はペン本体ハウジング１０１に対して基端部の方に動くと共に、ペン本体ハウジング１０
１とカートリッジホルダーアセンブリ３００がそれらの十分に載座されて螺着された状態
を達成する。十分に載座されて螺着された時に、リードねじ１２０は駆動機構に十分に係
合されて、薬品分与が所要される時に、駆動機構によって駆動できる。
組合せられたペン本体アセンブリ１００とカートリッジホルダーアセンブリ３００は、選
ばれた用量の薬品が必要とされるまで、貯蔵できる。使用の直前に、注射針カニューレア
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センブリ５００がカートリッジホルダーアセンブリ３００の末端部３０２にねじ着係合で
きる。このねじ着係合は、注射針カニューレ５０１の基端部５０２がシール３５３を穿孔
して薬品３５６との連通を形成するようなす。シールド６００がそこで取り外しできる。
所要の用量に対応する表示が挿入部１５０の窓１５１に表れるまで、薬品３５６の所要の
用量が次いで用量ノブ４００を回転することによってセットされる。用量ノブ４００の螺
旋溝４０３内への挿入体１５０のボタン１５２の係合は、再使用可能なペン本体アセンブ
リ１００のハウジング１０１に対する用量ノブ４００のねじ引込みを生じる。用量ノブ４
００のこのねじ引込みは、ノブ４００にスプライン係合された駆動部４５０の同様な回転
を生じる。しかしながら、末端部クラッチ１４３の鋸歯とハウジング１０１の内部の鋸歯
が該方向の回転を阻止するよう錠止されるために、ナット１１０は回転しない。基端部ク
ラッチ１４１がナット１１０にスプライン連結され、従って、回転はしない。しかしなが
ら、駆動部４５０の末端部４５２の鋸歯４５３は基端部クラッチ１４１に対する回転を許
すよう形成され、選ばれた用量の薬品の各ユニットのための可聴クリック音を生じる。こ
れは、用量をセットしてインシュリンや他の薬品を患者に対して処理するよう必要とされ
るのを見ることのできる健康を害した患者に助けとなる。環状ばね１４２は、これら可聴
クリック音を提供する係合に対して貢献する。
所要の用量がセットされる時に、アクチュエータボタン４０７を押すだけで注射が行われ
る。これはペン本体ハウジング１０１に対してねじ４０３回りに用量ノブ４００を回転す
るようになし、駆動部４５０が同一角度回転する。この回転は用量セット処理によって生
じられる回転に対向し、クラッチアセンブリ１４０の回転自由度が逆転される。従って、
駆動部４５０が回転する時に、先にクリックした基端部クラッチ１４１が駆動部４５０に
対して錠止されて駆動部４５０と一緒に回転する。基端部クラッチ１４１のこの駆動運動
は両者間のスプライン連結のためにナット１１０の対応する回転運動を生じる。基端部ク
ラッチ１４３はいま自由で、ハウジング１０１の鋸歯に対して回転するようになり、薬品
の注射の際の可聴クリック表示を行う。
リードねじ１２０の回転は、リードねじ１２０と係合される回転防止リング１６０のスプ
ライン３０６と一致するカートリッジホルダーアセンブリ３００に一体成形されたスプラ
イン３０６によって防止され、リードねじ１２０を駆動機構と係合させるようになす。従
って、ナット１１０が基端部クラッチ１４１と駆動部４５０の駆動作用の下に回転する時
に、リードねじ１２０はカートリッジホルダーアセンブリ３００内に軸線方向に前進され
る。リードねじ１２０のこの軸線方向の前進は基端部１２２がプランジャ３５５をカート
リッジ３５０内に末端方向に押圧するようになり、従って、注射針カニューレ５０１を介
して薬品３５６が注射されるようになる。注射は、分量ノブ４００の末端部４０１がペン
本体ハウジング１０１の末端部１０２に係合する時に終了する。
注射の終了で、注射針カニューレアセンブリ５００はカートリッジホルダーアセンブリ３
００から離脱でき、安全に破棄できる。キャップ２００がカートリッジホルダーアセンブ
リ３００に装着でき、薬品の次の投薬用量が必要とされるまで、ペン１０を仕舞ったり、
便宜な場所に運ぶことができる。薬品の続いての用量が上述したような具合に正確にセッ
トされる。しかしながら、このような連続した用量のために、リードねじ１２０とプラン
ジャ３５５は、出発点として部分的に前進された位置にある。用量のセットと注射は、全
ての薬品３５６が使用される迄、行うことができる。カートリッジホルダーアセンブリ３
００はそこでペン本体アセンブリ１００からねじを弛めて離脱でき、リードねじ１２０か
ら滑動して離される。分離されたカートリッジホルダーアセンブリはそこで破棄でき、上
述したように取り換えられる。
本発明が推奨実施例に就いて説明されたが、添付された請求の範囲により規定されるよう
に本発明の範囲から逸脱することなく種々の変更ができることが明らかであろう。特に、
再使用可能なペン本体アセンブリは他の駆動機構および／またはクラッチ機構を有するこ
とができる。更に、分量セットおよび注射状態の間、回転を防止および／または行うため
の異なった装置を設けることができる。同様に、カートリッジホルダーアセンブリに注射
針カニューレを取付ける別の装置を設けることができる。これら種々の任意の構造は本明
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細書を読んだ後、当業者には明らかであろう。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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